
各 位 

 

当社は
金の配当
なお、

 

 

 

１．配当

 

  

  

基

１ 株
配

配 当

効 力

配 当

 

 

２．理由

当社

視点に

を勘案

平成

１株当

  
 

（参考

 
 

 

  

基

当

前

(平

は、平成 29 年
当を行うこと
本件は平成

当の内容 

準 日 

当た り 
当 金 

金総 額 

力発生 日 

当 原 資 

由 

社では、株主

に立った安定

案しつつ積極

成29年３月期

当たり普通配

考）年間配当

基 準 日

当 期 実 績

前 期 実 績

平成 28 年３月期

年５月８日開
とを下記の通
成 29 年６月開

決 定

平成 29 年３

17 円 0

277 百

平成 29 年６

利益剰

主の皆様に対

定的な配当を

極的な配当を

期の期末配当

配当15円を２

当の内訳 

日 第

績  

績  

期） 

剰余金の配

開催の取締役
通り決議いた
開催予定の第

定 額 

３月 31 日 

00 銭 

百万円 

６月 30 日 

剰余金 

対する利益還

を継続するこ

を検討してい

当につきまし

円増配し、

第２四半期末

15 円 00 銭

15 円 00 銭

配当に関する

 
役会において
たしましたの
第 59 回定時株

記 

直近の

(平成 28 年

15 円

元を経営の重

とに努める

くことを基本

しては、平成

１株当たり

１株

末 期

会 社 名

代表者名

（コード

問合せ先

るお知らせ

て、平成 29 年
で、お知らせ
株主総会にお

の配当予想 

年５月９日公表

同左 

円 00 銭 

― 

― 

― 

重要な政策

とともに、経

本方針として

成29年３月期

17円といたし

株当たり配当

期 末

17 円 00 銭

（予定） 

15 円 00 銭

  ア イ ホ

  代表取締

ド番号 6718 東

先   取締役経営企

（ＴＥ

年３月 31 日
せいたします
おいて、付議

前

表) (平成

平成 2

1

2

平成 2

利

と位置づけて

経営基盤の強

ております。

期における業

します。 

当金 

末 年

平成29年

ホ ン 株 式

締役社長 市川

東証・名証第

企画室副室長 和

Ｌ 052-228-

を基準日とす
す。  
議する予定で

前 期 実 績 

成 28 年３月期

28 年３月 31

15 円 00 銭 

244 百万円 

28 年６月 30

利益剰余金 

ており、長期

強化と収益見

 
業績等を勘案

年 間

32 円 00 銭 

（予定） 

30 円 00 銭 

 

５月８日 

式 会 社 

川  周作 

第一部） 

田  健 

-8181） 

する剰余

です。 

期) 

日 

0 日 

期的な

見通し

案し、  

以 上 

間 


